
 説  明  書 

 

 帯広畜産大学畜産フィールド科学センター改築設計業務に係る参加表明書及び技術提案書の提出に

関する詳細は下記によるものとする。 

 

記 

 

１ 公示日   令和4年2月10日(木) 

 
２ 発注者   国立大学法人帯広畜産大学 契約担当役 

事務局長 藤 波 豊 彦 

 
３ 担当部局  〒080-8555 北海道帯広市稲田町西２線11番地 

 国立大学法人帯広畜産大学事務局施設課 施設企画・管理係 

 電話0155-49-5263 ＦＡＸ0155-49-5272 

 
４ 業務概要 

（１） 業務名   帯広畜産大学畜産フィールド科学センター改築設計業務 

（２） 業務内容  本業務は，帯広畜産大学畜産フィールド科学センター（S造平屋建て 2,390㎡） 

のZEB化認証基準を満たした，建築・設備の実施設計及び既存牛舎他の取壊し実施設計業務で 

ある。 

（３） 履行期限  令和4年3月31日(木) 

ただし，財政法の定めによる承認を得た場合は，令和4年6月14日（火）まで延長する。  

（４） 業務の詳細説明 

別紙の「帯広畜産大学設計業務委託特記仕様書」，「基本計画書」のとおり 

（５） その他 

 本業務は，「国及び独立行政法人等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進 

に関する基本方針」に基づき，温室効果ガス等の排出の削減に配慮する内容をテーマとした技 

術提案を求め，技術的に最適な者を特定する環境配慮型プロポーザル方式の適用業務である。 

 

５ 参加表明書及び技術提案書の作成様式及び記載上の留意事項 

 別紙の「参加表明書作成要領」及び「技術提案書作成要領」のとおり 

 
６ 受注資格の喪失 

本件業務を受注した建設コンサルタント等（協力を受ける他の建設コンサルタント等を含む。以下

同じ。）及び当該建設コンサルタント等と資本若しくは人事面において関連を有する製造業者及び建設

業者は，本件業務に関するすべての建設業務の受注資格を失う。 

 
７ 技術提案書の提出者に要求される資格 

（１） 文部科学省における令和３・４年度設計・コンサルティング業務に係る有資格業者として登録

されている者であること。 

（２） 経営状況が健全であること。 

（３） 不正又は不誠実な行為がないこと。 

（４） 建築士法（昭和25年法律第202号）第23条の規定に基づく一級建築士事務所の登録を行っている

こと。 

（５） 平成１８年度以降に完成・引き渡しが完了したＲＣ造又はＳ造で述べ床面積５００㎡以上の改



修又は新築工事に係る建築設計業務の実績を有すること。 

（６） 北海道地区に本店，支店又は営業所が所在すること。 

 
８ 技術提案書の提出者を選定するための基準 

（１） 担当予定技術者の能力 
資格及び経験，主要業務の実績，同種又は類似業務の実績 

（２） 技術提案書の提出者の能力 
技術者数，技術力，主要業務の実績，同種又は類似業務の実績，ワーク・ライフ・バランス等

の取組に関する認定状況 

 
９ 技術提案書を特定するための評価基準 

（１） 担当予定技術者の能力 

資格及び経験，主要業務の実績，同種又は類似業務の実績 

（２） 技術提案書の提出者の能力 

技術者数，技術力，主要業務の実績，同種又は類似業務の実績，ワーク・ライフ・バランス等

の取組に関する認定状況 

（３） 業務の実施方針 

業務内容の理解度，実施方針の妥当性，実施手法の妥当性 

（４） 課題についての提案 

課題「カーボンニュートラル社会を踏まえた温室効果ガス等排出削減についての提案」，

「省人化・省力化が図れる畜産施設についての提案」 

提案の的確性，提案の独創性，提案の実現性 

 
10 公示の写し  別紙のとおり 

 
11 契約書作成の要否等  要 

別紙「設計業務委託契約書（案）」により契約書を作成する。 

   
12 支払条件  帯広畜産大学経理課より業務完了後，２回までに支払う。 

 
13 参加表明書の提出期限，場所及び方法等 

（１） 記７（１）に掲げる資格を満たしていない者も参加表明書を提出することができるが，記16（２）

①の提出期限の日において，当該資格を満たしていなければならない。 

（２） 参加表明書の提出期限，場所及び方法等 

① 提出期限  令和4年2月21日(月) 17時00分 ただし，土曜日，日曜日及び祝日は受け付けな

い。 

② 提出場所  記３に同じ 

③ 提出方法  電子入札システムにより提出すること。ただし，発注者の承諾を得て，紙方式に

よる場合は，持参又は郵送（書留又は配達証明に限る。）すること。ただし，郵送の場合は提出

期限までに必着のこと。なお，電送によるものは受付けない。 

④ 提出部数  上記③の紙方式による場合は ２部（文部科学省における令和３・４年度設計・

コンサルティング業務に係る有資格業者登録申請書類受領書のコピー1枚を含む。）提出するこ

と。 

 
14 提出要請者の選定 

（１） 参加表明者が，記７に掲げる資格を満たしているか否かの確認を記13（２）①の提出期限の日

を基準日として行う。ただし，記７（１）に掲げる資格を満たしていない者であっても，記16（２）



①の提出期限の日において当該資格を満たしていることを条件として，当該資格を満たしているこ

とを確認する。 

（２） 記７に掲げる資格を満たしている参加表明者の中から，記８に掲げる基準に基づき，技術提案

書を求める者（以下「提出要請者」という。）を選定する。 

（３） （２）の選定の結果は，令和4年2月28日(月)までに電子入札システム又は書面により通知する。 

 
15 非選定理由に対する質問書の提出期限，場所及び方法等 

（１） 提出要請者に選定されなかった者は，書面（様式は自由）によりその理由について説明を求め

ることができる。 

（２） 質問書の提出期限，場所及び方法 

①  提出期限  令和4年3月8日(火) 17時00分 ただし，土曜日，日曜日及び祝日は受付けない。 

② 提出場所  記３に同じ 

③ 提出方法  持参又は郵送（書留又は配達証明に限る。）すること。ただし，郵送の場合は提出

期限までに必着のこと。なお，電送によるものは受付けない。 

（３） （１）の質問に対する回答期限及び方法 

① 回答期限  （２）①の提出期限の日の翌日から起算して10日以内に回答する。 

② 回答方法  質問回答書を郵送する。 

 
16 技術提案書の提出期限，場所及び方法等 

（１） 記14（３）の通知により技術提案書の提出を求められた者は，技術提案書を提出することがで

きる。 

（２） 技術提案書の提出期限，場所及び方法等 

① 提出期限  令和4年3月7日(月) 17時00分 ただし，土曜日，日曜日及び祝日は受付けない。 

② 提出場所  記３に同じ 

③ 提出方法  電子入札システムにより提出すること。ただし，発注者の承諾を得て，紙方式に

よる場合は，持参又は郵送（書留又は配達証明に限る。）すること。ただし，郵送の場合は提出

期限までに必着のこと。なお，電送によるものは受付けない。 

④ 提出部数  上記③の紙方式による場合は ２部 

（３） 提出期限までに技術提案書を提出しない者は，技術提案書の提出を辞退したものとみなす。 

 
17 ヒアリング  ヒアリングは実施しない。 

 
18 技術提案書の特定 

（１） 技術提案者が，記７に掲げる資格を満たしているか否かの確認を記16（２）①の提出期限の日

を基準日として行う。 

（２） 記７に掲げる資格を満たしている技術提案者の技術提案書の中から，記９に掲げる基準に基づ

き，技術提案書を特定する。 

（３） （２）の特定の結果は，令和4年3月11日(金)までに電子入札システム又は書面により通知する。 

 
19 非特定理由に対する質問書の提出期限，場所及び方法等 

（１） 技術提案書の特定されなかった者は，書面（様式は自由）によりその理由について説明を求め

ることができる。 

（２） 質問書の提出期限，場所及び方法 

① 提出期限  令和4年3月18日(金) 17時00分 ただし，土曜日，日曜日及び祝日は受付けない。 

② 提出場所  記３に同じ 

③ 提出方法  持参又は郵送（書留又は配達証明に限る。）すること。ただし，郵送の場合は提出

期限までに必着のこと。なお，電送によるものは受付けない 



（３） （１）の質問に対する回答期限及び方法 

① 回答期限  （２）①の提出期限の日の翌日から起算して10日以内に回答する。 

② 回答方法  質問回答書を郵送する。 

 
20 説明書に対する質問書の提出期限，場所及び方法等 

（１） 説明書に対する質問がある場合は，書面（様式は自由）により提出すること。 
（２） 質問書の提出期限，場所及び方法 

① 提出期限  令和4年2月14日(月) 17時00分 ただし，土曜日，日曜日及び祝日は受付けない。 
② 提出場所  記３に同じ 
③ 提出方法  持参又は郵送（書留又は配達証明に限る。）すること。ただし，郵送の場合は提出

期限までに必着のこと。なお，電送によるものは受付けない。 
（３） （１）の質問に対する質問回答書の閲覧期間及び場所 

① 閲覧期間  令和4年2月18日(金)から令和4年2月21日(月)まで。 
② 閲覧場所  質問回答書を帯広畜産大学ホームページに公表する。 

https://www.obihiro.ac.jp/procurance-news 

 
21 その他 

（１） 手続において使用する言語及び通貨は，日本語及び日本国通貨に限る。 

（２） 参加表明書及び技術提案書の作成及び提出に要する費用は，参加表明者及び技術提案者の負担

とする。 

（３） 契約保証金  契約金額の100分の10以上の契約保証金又はこれに代わる担保を納付又は提供

すること。ただし，有価証券等の提供又は金融機関若しくは保証事業会社の保証をもって契約保証

金の納付に代えることができる。また，公共工事履行保証証券による保証を付し，又は履行保証保

険契約の締結を行った場合は，契約保証金を免除する。 

（４） 参加表明書又は技術提案書の無効等 

① 虚偽の内容が記載されている参加表明書又は技術提案書は無効とし，提出要請者としての選定

及び技術提案書の特定についてはこれを取消す。 

② 参加表明書又は技術提案書が次の条件の一に該当する場合は失格となることがある。 

ア 別紙の「参加表明書作成要領」又は「技術提案書作成要領」に示された条件に適合しない

もの。 

イ 提出期限，場所及び方法等に適合していないもの。 

ウ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。 

エ 記載すべき事項以外の内容（参加表明者及び技術提案者の名称を含む。）が記載されてい

るもの。 

オ 許容された表現方法以外の表現方法が用いられているもの 

（５） 手続における交渉の有無  無 

（６） 当該業務に直接関連する他の業務の契約を当該業務の契約の相手方と随意契約により締結す

る予定の有無  無 

（７） 関連情報を入手するための照会窓口  記３に同じ 

（８） 参加表明書及び技術提案書は，返却しない。 

ただし，技術提案書を特定した技術提案者の参加表明書及び技術提案書以外は，提出時に返却

の希望があったもののみ返却する。 

なお，返却を希望する者は，その旨を参加表明書及び技術提案書に記載すること。 

（９） 参加表明書及び技術提案書は，本手続以外に参加表明者及び技術提案者に無断で使用しない。 

ただし，参加表明書及び技術提案書は，公正性，透明性及び客観性を確保するため必要がある

ときは，公表することがある。 

（10） 参加表明書及び技術提案書は，特定を行う作業に必要な範囲において，複製を作成することが

https://www.obihiro.ac.jp/procurance-news/


ある。 

（11） 参加表明書及び技術提案書の提出期限以降における参加表明書及び技術提案書の差し替え及

び再提出は認めない。また，参加表明書及び技術提案書に記載された担当予定技術者は，病休，死

亡，退職等の極めて特別の理由があると認めた場合を除き変更することはできない。 

なお，当該技術者の変更を認めた場合を除き当該技術者を配置できない場合は，提出要請者と

しての選定及び技術提案書の特定についてはこれを取り消す。 

（12） 参加表明書及び技術提案書の作成のために発注者より受領した資料は，発注者の了解なく公表

又は他の目的のために使用することはできない。 

（13） 提出要請者の選定及び技術提案書の特定その他の手続に不服がある者は，「政府調達に関する

苦情の処理手続」（平成７年12月14日付け政府調達苦情処理推進本部決定）により，政府調達苦情検

討委員会に対して苦情申立てを行うことができる。 

（14） 特定された者の技術提案に盛り込まれた内容のうち，発注者が実施すべきと判断したものにつ

いては，特記仕様書に明記することとする。 



設計業務委託現場説明書 

 

１ 設計業務名 帯広畜産大学畜産フィールド科学センター改築設計業務 

２ 履行期限  令和4年3月31日(木)まで 

ただし，財政法の定めによる承認を得た場合は，令和4年6月14日（火）まで延長する。 

３ 一般事項 

現場説明書の適用方法 

(１) ・印で始まる事項については，○印を付した事項のみ適用する。 

(２) 文中の各欄に数字，文字記号等を記入する事項については記入してある事項のみ適用する。 

(３)  印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

４ 設計業務委託共通仕様書における読替等 

設計業務委託共通仕様書中（以下「共通仕様書」という。）「調査職員」とあるのは，「監督職

員」に読み替えるものとする。 

５ 業務計画書 

共通仕様書に定める業務計画書の内容は次のとおりとする。なお，プロポーザルに付した場合に

は，業務計画書の提出を省略できる。 

(１) 業務実施体制 

(２) 管理技術者の経歴等 

(３) 主任技術者の経歴等 

(４) 協力者の名称，分担業務分野等 

６ 業務工程表 

○・E A提出する 

・提出しない。 

(１) 受注者は，設計業務委託契約要項（以下「要項」という。）第４条に規定する業務工程表に

は，次の事項を記載しなければならない。 

ア 業務工程 

イ 発注者が必要に応じて指示するその他の事項 

(２) 受注者は，業務工程表の重要な内容を変更する場合は，その理由を明確にし，その都度変更業

務工程表を発注者に提出しなければならない。 

(３) 受注者は，発注者が指示した事項については，更に詳細な業務工程に係る資料を提出しなけれ

ばならない。 

７ 要項の運用 

(１) 総則 

① 要項第１条第３項に規定する発注者の指示は，設計仕様書を補足するものであって，発注者

は，設計仕様書の内容に実質的変更を加えるような指示を受注者に行うことはできない。 

② 業務を行うに当たって必要とされる具体的遵守事項，業務の詳細及び発注者が意図する成果

物の具体的内容は，設計仕様書に定めるところによるものとする。 

(２) 指示及び協議の記録 

指示等は，指示簿，連絡簿その他の帳簿に必要な事項を記載し，発注者及び受注者が署名押印

することにより書面の交付に代えることができる。 

(３) 関連設計業務との調整 

① 発注者は，要項第３条に規定する調整として，契約書若しくは設計仕様書の変更又は業務の

中止を伴う調整を行うことはできない。 

② 要項第３条に規定する「必要があるとき」とは，受注者若しくは発注者から設計業務を受注

している第三者のいずれかからの申出があり発注者が承諾した場合又は発注者が設計業務全体

の円滑な実施のために必要と判断した場合をいう。 

③ 受注者は，要項第３条に規定する発注者の調整に従ったことを理由として，業務委託料の変



更又は必要な費用の負担を発注者に請求することはできない。 

(４) 契約の保証について 

受注者は，要項第５条第１項に規定する保証を付した場合は，次の各号の一に掲げるいずれか

の書面を発注者に提出しなければならない。 

① 契約保証金として納付するものが，現金の場合は，出納命令役が交付した領収証書及び契約

保証金納付書 

ア 領収証書は,出納命令役が指定した金融機関に契約保証金の金額に相当する金額の現金を

払い込んで交付を受けること。 

イ 領収証書の宛名の欄には，国立大学法人帯広畜産大学契約担当役事務局長藤波豊彦と記載

するように申し込むこと。 

ウ 業務委託料の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては，発注者の

指示に従うこと。 

エ 受注者は，業務完了後，業務委託料の支払請求書の提出とともに契約保証金払渡請求書を

提出すること。 

② 契約保証金の納付に代わる担保が，国債（国債に関する法律の規定により登録された国債を

除く。），政府の保証のある債券，資金運用部資金法第７条第１項第９号に規定する金融債，

日本国有鉄道改革法（昭和61年法律第87号）附則第２項の規定による廃止前の日本国有鉄道法

（昭和23年法律第256号）第１条の規定により設立された日本国有鉄道及び日本電信電話株式

会社等に関する法律（昭和59年法律第85号）附則第４条第１項の規定による解散前の日本電信

電話公社が発行した債券で政府の保証のある債券以外のもの，地方債（社債，株式等の振替に

関する法律の規定により登録された地方債を除く。）及び契約担当役が確実と認める社債の場

合は，政府保管有価証券払込済通知書及び契約保証金納付書 
ア 政府保管有価証券払込済通知書は，出納命令役が指定した金融機関に契約保証金の金額に

相当する金額の当該有価証券を払い込んで，交付を受けること。 
イ 政府保管有価証券払込済通知書の宛名の欄には，国立大学法人帯広畜産大学出納命令役経

理課長佐々木津祥と記載するように申し込むこと。 
ウ 業務委託料の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては，契約担当

役の指示に従うこと。 

エ 受注者は，業務完了後，業務委託料の支払請求書の提出とともに政府保管有価証券払渡請

求書を提出すること。 

③ 契約保証金の納付に代わる担保が，登録された国債又は地方債の場合は，当該登録済通知書

又は登録済書並びに契約保証金納付書 

  ア 当該有価証券に質権設定の登録手続を行い提出すること。 

イ 業務委託料の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては，発注者の

指示に従うこと。 

ウ 受注者は，業務完了後，業務委託料の支払請求書の提出とともに契約保証金払渡請求書を

提出すること。 

④ 契約保証金の納付に代わる担保が，銀行又は発注者が確実と認める金融機関が振り出し又は

支払を保証した小切手，銀行又は発注者が確実と認める金融機関が引き受け又は保証若しくは

裏書をした手形である場合は，当該有価証券及び契約保証金納付書 

ア 業務委託料の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては，契約担当

役の指示に従うこと。 

イ 受注者は，業務完了後，業務委託料の支払請求書の提出とともに契約保証金払渡請求書を

提出すること。 

⑤ 契約保証金の納付に代わる担保が，銀行又は発注者が確実と認める金融機関に対する定期預

金債権の場合は，当該債権に係る証書及び当該債権に係る債権者である銀行又は発注者が確実

と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面及び契約保証金納付書 



  ア 当該債権に質権を設定し提出すること。 

イ 業務委託料の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては，発注者の

指示に従うこと。 

ウ 受注者は，業務完了後、発注者から当該債権に係る証書及び当該債権に係る債権者である

銀行又は発注者が確実と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面の返還を受ける

ものとする。 

⑥ 債務不履行による損害金の支払を保証する金融機関等の保証に係る保証書及び契約保証金納

付書 

ア 債務不履行による損害金の支払の保証ができる者は，出資の受入れ預り金及び金利等の取

締りに関する法律（昭和29年法律第195号）第３条に規定する金融機関である銀行，信託会

社，保険会社，信用金庫，信用金庫連合会，労働金庫，労働金庫連合会，農林中央金庫，株

式会社商工組合中央金庫，株式会社日本政策投資銀行，信用協同組合，農業協同組合，水産

業協同組合若しくはその他の貯金の受入れを行う組合（以下「銀行等」という。）又は公共

工事の前払金保証事業に関する法律（昭和27年法律第184号）第２条第４項に規定する保証

事業会社（以下「金融機関等」と総称する。）とする。 

イ 保証書の宛名の欄には，国立大学法人帯広畜産大学契約担当役事務局長藤波豊彦と記載す

るように申し込むこと。 

ウ 保証債務の内容は，契約書に基づく債務の不履行による損害金の支払いであること。 

エ 保証書上の保証に係る工事の工事名の欄には，契約書に記載される業務名が記載されるよ

うに申し込むこと。 

オ 保証金額は，契約保証金の金額以上とすること。 

カ 保証期間は，履行期限を含むものとすること。 

キ 保証債務履行請求の有効期間は，保証期間経過後６カ月以上確保されるものとすること。 

ク 業務委託料の変更又は履行期間の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合等の

取扱いについては，契約担当役の指示に従うこと。 

ケ 受注者は，銀行等が保証した場合にあっては，業務完了後，契約担当役から保証書（変更

契約書を含む。）の返還を受け，銀行等に返還すること｡ 

⑦ 債務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証に係る証券 

ア 公共工事履行保証証券とは，保険会社が保証金額を限度として債務の履行を保証する保証

である。 

イ 公共工事履行保証証券の宛名の欄には，国立大学法人帯広畜産大学契約担当役事務局長藤

波豊彦と記載するように申し込むこと。 

ウ 証券上の主契約の内容としての工事名の欄には，契約書に記載される業務名が記載される

ように申し込むこと。 

エ 保証金額は，業務委託料の10分の１の金額以上とする。 

オ 保証期間は，履行期限を含むものとすること。 

カ 業務委託料の変更又は履行期間の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合等の

取扱いについては，契約担当役の指示に従うこと。 

⑧ 債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約に係る証券 

ア 履行保証保険とは，保険会社が債務不履行時に保険金を支払うことを約する保険である。 

イ 履行保証保険は，定額てん補方式を申し込むこと。 

ウ 保険証券の宛名の欄には，国立大学法人帯広畜産大学契約担当役事務局長藤波豊彦と記載

するように申し込むこと。 

エ 証券上の契約の内容としての工事名の欄には，契約書に記載される業務名が記載されるよ

うに申し込むこと。 

オ 保険金額は，業務委託料の10分の１の金額以上とする。 

カ 保険期間は，履行期限を含むものとすること。 



キ 業務委託料の変更により保険金額を変更する場合の取扱いについては，契約担当役の指示

に従うこと。 

(５) 著作権の帰属 

受注者は，要項第７条第２項及び第３項の規定により講じている措置の内容を発注者に通知し

なければならない。 

(６) 再委託等 

要項第11条に規定する「その他必要な事項」とは，業務の一部を委任し，又は請け負わせた第

三者の住所，当該業務の内容，担当責任者の氏名，資格及び経歴とする。 

(７) 特許権等の使用 

① 発注者が特許権等の対象となっている実施方法等の使用を指定した場合において，設計仕様

書，発注者の指示又は発注者と受注者との協議に特許権等の対象である旨の明示がないとき

に，受注者がその存在を知ったときは，直ちにその旨を発注者に通知しなければならない。 

② 要項第12条ただし書きの規定により受注者が費用の負担を発注者に請求する場合は，受注者

が特許権等を有する第三者と補償条件の交渉等を行う前に発注者と受注者とが協議しなければ

ならない。 

(８) 監督職員 

発注者は，要項第13条第２項各号に規定する権限を監督職員に委任しない場合は，その内容を

受注者に通知しなければならない。当該通知がない場合は，要項第13条第２項各号に規定するす

べての権限を監督職員は有するものとみなす。 

(９) 管理技術者 

① 要項第14条第１項に規定する「その他必要な事項」とは，管理技術者の資格及び経歴その他

設計仕様書に定めるものとし，受注者は，通知書に当該資格の資格証又は免許証の写しを添付

しなければならない。 

② 要項第14条第３項に規定する通知がない場合は，受注者の一切の権限（要項第14条第２項の

規定により行使することができないとされた権限を除く。）を管理技術者は行使することがで

きるものとみなす。 

(10) 実施報告 

① 受注者は，発注者の指示により，業務の実施状況について発注者に報告しなければならな

い。 

② 受注者は，発注者の請求に応じて実施済の業務の成果，業務の進捗状況，今後の残業務内訳

及びその工程計画その他必要な事項を付して発注者に報告しなければならない。 

(11) 管理技術者等に対する措置請求 

要項第16条第１項及び第３項に規定する「必要な措置」とは，発注者又は受注者が判断する措

置で，不適当な行為を繰り返さないための是正措置の指示，当該管理技術者等の交代の請求その

他適当な措置をいう。 

(12) 業務の中止 

要項第21条第２項に規定する「増加費用」とは，中止期間中，業務の続行に備えるため人員，

機械器具等を保持するために必要とされる費用，中止に伴い不必要となった人員，機械器具等の

配置転換に要する費用，業務を再開するための人員，機械器具等の配置転換に要する費用等をい

う。 

(13) 履行期間の変更 

① 発注者は，受注者から要項第23条第１項に規定する履行期間の延長の請求があった場合は，

必要があると認められる範囲で，履行期間の延長を承諾するものとする。 

② 要項第25条第２項に規定する「履行期間の変更事由が生じた日」とは，要項第18条において

は，発注者が修補の請求を行った日，要項第19条第５項においては，設計仕様書若しくは指示

を訂正若しくは変更し，又は発注者と受注者との協議が行われた日，要項第20条においては，

設計仕様書等の変更が行われた日，要項第21条第２項においては，発注者が業務の一時中止を



通知した日，要項第22条第３項においては，要項第22条第２項の設計仕様書等の変更が行われ

た日，要項第23条第２項においては，発注者が履行期間の延長の請求を受けた日，要項第24第

１項又は第２項においては，受注者が履行期間の短縮又は変更の請求を受けた日，要項第35条

の２第２項においては，受注者が業務の一時中止を通知した日をいう。 

(14) 業務委託料の変更 

要項第26条第２項に規定する「業務委託料の変更事由が生じた日」とは，要項第18条において

は，発注者が修補の請求を行った日，要項第19条第５項においては，設計仕様書若しくは指示を

訂正若しくは変更し，又は発注者と受注者との協議が行われた日，要項第20条においては，設計

仕様書等の変更が行われた日，要項第21条第２項においては，発注者が業務の一時中止を通知し

た日，要項第22条第３項においては，要項第22条第２項の設計仕様書等の変更が行われた日，要

項第23条第２項においては，受注者が要項第23条第１項の請求を行った日，要項第24条第３項に

おいては，要項第24条第１項又は第２項の請求を行った日，要項第35条の２第２項においては，

受注者が業務の一時中止を通知した日をいう。 

(15) 検査 

① 受注者は，業務を完了した場合は，設計業務完了通知書とともに成果物を発注者に提出し，

要項第30条第２項（要項第36条第１項又は第２項において準用する場合を含む。）の検査を受

けるものとする。 

② 発注者は，要項第30条第２項（要項第36条第１項又は第２項において準用する場合を含

む。）に規定する検査に当たっては，受注者に対して書面をもって検査日を通知する。 

(16) 業務委託料の支払 

業務委託料（前払金を含む。）は，受注者からの適法な支払請求書に応じて経理課から２回ま

でに支払うものとする。 

 (17) 業務委託料の前払い 

保証事業会社と契約書記載の履行期限を保証期限とする公共工事の前払金保証事業に関する法

律第２条第５項に規定する保証契約を締結し，当該保証証書を添えて，業務委託料の「10分の

３」以内の額の前払金を請求することができる。 

 (18) 前払金保証契約 

受注者は，第33条第４項の規定により前払金の超過額を発注者に返還した場合は，前払金保証

契約の保険金額を減額後の業務委託料の10分の４を下回らない金額に変更することができる。 

(19) 瑕疵担保 

要項第37条第１項に規定する瑕疵担保責任は，要項第30条第２項（要項第36条第１項又は第２

項において準用する場合を含む。）に規定する検査を受けたことをもって免れるものではない。 

(20) 履行遅滞の場合における損害金等 

① 要項第30条第２項（要項第36条第１項又は第２項において準用する場合を含む。）に規定す

る検査に要した日数は，要項第38第２項に規定する遅延日数に算入しない。 

② 履行期間内に業務が完了し，要項第30条第２項（要項第36条第１項又は第２項において準用

する場合を含む。）に規定する検査に不合格の場合は，当該業務が完了した日から契約書記載

の完了期限までの日数は，要項第38条第２項に規定する遅延日数に算入しない。 

(21) 発注者の解除権 

発注者は，要項第39条第１項第１号から第４号の規定による契約解除をしようとする場合は，

明らかに履行不能と認められる場合を除いて，相当の期間を定めて受注者に催告を行う。 

(22) 解除の効果 

① この契約が解除された場合は，要項第42条第２項の規定によるときを除いて，この契約は遡

及的に無効となり，未だ履行されていない発注者及び受注者の義務は消滅する。 

② この契約が解除された場合は，要項第42第２項の規定によるときを除いて，発注者及び受注

者は，それぞれ原状回復義務を負う。 

８．その他 



(１) 公共建築設計者情報サービス(PUBDIS)への登録 

この業務の受注者は，業務内容等について，あらかじめ監督職員の確認を受け，業務完了後10

日以内に公共建築設計者情報サービス(PUBDIS)に業務カルテ情報として登録すること。 

(２) 設計業務成績評定について 

この業務は，文部科学省が定めた設計業務成績評定要領（平成20年１月17日付け19文科施第

369号）による設計業務成績評定の対象業務である。 

(３) 質疑応答 

質疑の提出：書面により令和4年2月14日(月)17時00分までに帯広畜産大学事務局施設課へ提出

する。 

    回   答：令和4年2月18日(金) 

    回答場所 ：帯広畜産大学ホームページに公表する。 

          https://www.obihiro.ac.jp/procurance-news 

 

https://www.obihiro.ac.jp/procurance-news
https://www.obihiro.ac.jp/procurance-news


帯広畜産大学設計業務委託特記仕様書 

 

Ⅰ 業務概要 

 １．業務名称           帯広畜産大学畜産フィールド科学センター改築設計業務  

                         

 ２．計画施設概要       

 (１) 施設名称      帯広畜産大学畜産フィールド科学センター 

  (２) 敷地の場所   帯広市川西町 帯広畜産大学構内 

  (３) 施設用途       大学教育・研究施設（牛舎・搾乳舎） 

 

 ３．履行期限      令和4年3月31日(木) 

ただし，財政法の定めによる承認を得た場合は，令和4年6月14日（火）ま

で延長する。 

 

 ４．設計与条件 

  (１) 敷地の条件  

       ａ．敷地の面積              1,885,299 ㎡（稲田団地全体） 

    ｂ．用途地域及び地区の指定 市街化調整区域 

  (２) 施設の条件 

ａ．施設の延べ床面積    2,390㎡ 

ｂ．主要構造及び階数    Ｓ造平屋建て 

    (３) 建設の条件        

     建設工期       令和4年3月31日（木） 

ただし，財政法の定めによる承認を得た場合は，令和5年1月31日

（火）まで。 

    (４) 設計与条件 

         詳細な設計条件    別添の「基本計画書」による。 

 

Ⅱ 業務仕様  

     特記仕様書に記載されていない事項は，「公共建築設計業務委託共通仕様書（統一基準）」によ

る。 

  

 １．特記仕様書の適用 

(１) 特記仕様書に記載された特記事項の中で・印の付いたものについては，○印の付いたものを

適用する。 

(２) 表中各欄に数字，文字，記号等を記入する事項については，記入してある事項のみを適用す

る。 

  (３)    印又は×印で抹消した事項は，全て適用しない。 

 

 ２．帯広畜産大学設計業務委託特記仕様書における読替等 

 (１) 公共建築設計業務委託共通仕様書中「調査職員」とあるのは，「監督職員」に読み替えるも

のとする。 

 

３．管理技術者の資格要件 

      管理技術者の資格要件は次による。 

    ○・建築士法（昭和25年法律第202号）による一級建築士 
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 ４．プロポーザル方式により業務を受注した場合の業務履行 

受注者は，プロポーザル方式により設計業務を受注した場合には，技術提案書により提案された

履行体制により当該業務を履行する。 

 

 ５．計画通知における設計者 

計画通知書における設計者は次による。 

○・E A受注者 

・発注者 

 

６．業務範囲 

(１) 一般業務 

  委託した業務内容のうち，対象外業務等欄に記載された業務は，発注者が行うものとする。 

 

  ①基本設計 

業 務 内 容 委託 対象外業務等 

(１)設計条件等の 

整理 

(ⅰ) 要求等の確認 ・  

(ⅱ) 設計条件の変更等の場合 

の協議 
・ 

 

(２)法令上の諸条件 

の調査及び関係 

機関との打合せ 

(ⅰ) 法令上の諸条件の調査 ・  

(ⅱ) 計画通知に係る関係機関 

との打合せ 
・ 

 

(３)上下水道，ガス，電力，通信等の供給状況の調 

査及び関係機関との打合せ 
・ 

 

(４)基本設計方針の 

策定 

(ⅰ) 総合検討 ・  

(ⅱ) 実施設計のための基本事項 

の確定 
・ 

 

(５)基本設計図書の作成 ・  

(６)概算工事費の検討 ・  

(７)基本設計内容の説明等 ・  

 

②実施設計（建築） 

業 務 内 容 委託 対象外業務等 

総合（意匠） 

(１)要求等の確認 (ⅰ) 要求等の確認 ○・E   

(ⅱ) 設計条件の変更等の場合 

の協議 
A○・E  

 

(２)法令上の諸条件 

の調査及び関係 

機関との打合せ 

(ⅰ) 法令上の諸条件の調査 A○・E   

(ⅱ) 計画通知に係る関係機関 

との打合せ 
A○・E  

 

(３)実施設計方針の 

策定 

(ⅰ) 総合検討 A○・E   

(ⅱ) 実施設計のための基本事項 

の確定 
A○・E  

 

(ⅲ) 実施設計方針の策定及び 

説明 
A○・E  

 

(４)実施設計図書の 

作成 

(ⅰ) 実施設計図書の作成 A○・E   

(ⅱ) 計画通知図書の作成 A○・E   
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(５)概算工事費の検討 A○・E   

(６)実施設計内容の説明等 A○・E   

構造 

(１)要求等の確認 (ⅰ) 要求等の確認 A○・E   

(ⅱ) 設計条件の変更等の場合 

の協議 
A○・E  

 

(２)法令上の諸条件 

の調査及び関係 

機関との打合せ 

(ⅰ) 法令上の諸条件の調査 A○・E   

(ⅱ) 計画通知に係る関係機関 

との打合せ 
A○・E  

 

(３)実施設計方針の 

策定 

(ⅰ) 総合検討 A○・E   

(ⅱ) 実施設計のための基本事項 

の確定 
A○・E  

 

(ⅲ) 実施設計方針の策定及び 

説明 
A○・E  

 

(４)実施設計図書の 

作成 

(ⅰ) 実施設計図書の作成 A○・E   

(ⅱ) 計画通知図書の作成 A○・E   

(５)概算工事費の検討 A○・E   

(６)実施設計内容の説明等 A○・E   

 

③実施設計（設備） 

業 務 内 容 委託 対象外業務等 

(１)要求等の確認 (ⅰ) 要求等の確認 A○・E   

(ⅱ) 設計条件の変更等の場合 

の協議 
A○・E  

 

(２)法令上の諸条件 

の調査及び関係 

機関との打合せ 

(ⅰ) 法令上の諸条件の調査 A○・E   

(ⅱ) 計画通知に係る関係機関 

との打合せ 
A○・E  

 

(３)実施設計方針の 

策定 

(ⅰ) 総合検討 A○・E   

(ⅱ) 実施設計のための基本事項 

の確定 
A○・E  

 

(ⅲ) 実施設計方針の策定及び 

説明 
A○・E  

 

(４)実施設計図書の 

作成 

(ⅰ) 実施設計図書の作成 A○・E   

(ⅱ) 計画通知図書の作成 A○・E   

(５)概算工事費の検討 A○・E   

(６)実施設計内容の説明等 A○・E   

 

S④実施設計（土木） 

業 務 内 容 委託 対象外業務等 

(１)要求等の確認 (ⅰ) 要求等の確認 ・  

(ⅱ) 設計条件の変更等の場合 

の協議 

・  

(２)法令上の諸条件 

の調査及び関係 

機関との打合せ 

(ⅰ) 法令上の諸条件の調査 ・  

(ⅱ) 計画通知に係る関係機関 

との打合せ 

・  
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(３)実施設計方針の 

策定 

(ⅰ) 総合検討 ・  

(ⅱ) 実施設計のための基本事項 

の確定 

・  

(ⅲ) 実施設計方針の策定及び 

説明 

・  

(４)実施設計図書の 

作成 

(ⅰ) 実施設計図書の作成 ・  

(ⅱ) 計画通知図書の作成 ・  

(５)概算工事費の検討 ・  

(６)実施設計内容の説明等 ・  

 

S⑤設計意図の伝達 

業 務 内 容 委託 対象外業務等 

(１)設計意図を正確に伝えるための質疑応答，説明等 ・  

(２)工事材料，設備機器等の選定に関する設計意図の 

観点からの検討，助言等 
・ 

 

※ 遅滞ない設計意図伝達の実施について 

設計者が設計意図を遅滞なく伝達することが、工事の生産性向上に資することを十分認識し

た上で、常に工事の工程を確認し業務を実施すること。工事の工程に合わせて検討、報告等の

期限が設定された場合は、これを遵守すること。 

※ ワンデーレスポンス 

ワンデーレスポンスとは、工事の受注者等からの質問、協議に対して発注者が、基本的に

「その日のうちに」回答するよう対応することである。なお、即日回答が困難な場合に、いつ

までに回答が可能かについても工事の受注者等と協議を行い、回答期限を設けるなど、何らか

の回答を「その日のうち」にすることを含んでいる。 

本業務受注者は、工事の受注者等からの質問、協議のうち、本業務に関する事項について、

発注者が「その日のうち」に何らかの対応が可能な体制を整備するなど、必要な協力をしなけ

ればならない。なお、質問、協議の内容により、ワンデーレスポンスの実施において即日の対

応が困難な場合は監督職員と協議の上、期限を確認するとともに、これを遵守すること。 

 

(2) 追加業務 

A○・E A積算業務 

A○・ E A積算数量算出書の作成（数量調書の作成を含む。） 

A○・ E A単価作成資料の作成（単価の決定及び単価調書の作成を含む。） 

A○・ E A見積徴収及び見積検討資料の作成（単価の決定及び単価調書の作成を含む。） 

A○・ E A工事費内訳書の作成（ 直接工事費の算出までとし、共通費の算出は含まない。 

ただし、積み上げによる共通費の算出は含む。） 

A○・E A透視図作成 

〔種類（パース画） 判の大きさ（Ａ３）， カット数（２），額の有無（無）， 及び材

料（ ）〕 

・透視図の写真撮影 

〔カット枚数（ ），判の大きさ（ ）及び白黒・カラーの別（ ）〕 

・模型制作 

  〔縮尺（ ），主要材料（ ），ケースの有無（ ），及び材質（ ）〕 

・模型の写真撮影 

  〔カット枚数（ ），判の大きさ（ ）及び白黒・カラーの別（ ）〕 

・計画通知手続き業務（手数料を含む。） 
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・市区町村指導要綱等による中高層建築物の届出書の作成及び手続き業務 

  （標識看板の作成，設置報告書の提出，日影図の作成） 

 建築物エネルギー消費性能適合性判定に関する資料の作成及び手続き業務（ 手数料を含

む。） 

 防災計画評定又は防災性能評価に関する資料の作成及び手続き業務（手数料を含む。） 

 構造評定又は構造性能評価に関する資料の作成及び手続き業務（ 手数料を含む。） 

 

・コスト縮減検討報告書の作成 

設計にあたって，コスト縮減対策として有効なものとして採択した事項及び縮減効果等を

コスト縮減検討報告書として取りまとめを行う。 

 ライフサイクルコスト（ Ｌ Ｃ Ｃ ） の算定 

各段階（ 基本設計、実施設計） に応じた算定方法（ 略算法、精算法） により、Ｌ Ｃ 

Ｃ の検討を行う。 

・グリーン購入計画書の作成 

設計にあたって，環境負荷を低減できる材料等について検討を行い，設計に反映させるも

のとし，その検討内容をグリーン購入計画書として取りまとめを行う。 

・リサイクル計画書の作成 

設計にあたって，建設副産物対策（発生の抑制，再利用の促進，適正処理の徹底）につい

て検討を行い，設計に反映させるものとし，その検討内容をリサイクル計画書として取りま

とめを行う。 

A○・E A環境保全性能評価の実施 

設計成果について，下記により評価を実施し，その結果を提出する。 

① 総合的な環境保全性能の評価（CASBEE） 

② 生涯二酸化炭素排出量(LCCO2)の評価（CASBEE） 

③ 建築物のエネルギー消費性能の評価（BEI） 

○・E A工事工程表の作成 

・住民説明用資料の作成及び支援 

A○・E A設計趣意書の作成 

  業務に先立ち、設計における基本的考え方等をまとめたものを提出する〔Ａ４判〕 

A○・E AZEB認証申請のための資料の作成及び手続き業務（手数料含む。認証取得のために附随する

業務を含む。） 

A○・E A土壌汚染対策法による，土地の形質変更届の作成及び手続き業務 

   

 ７．業務の実施 

  (１) 一般事項 

    ① 業務は，提示された設計与条件，適用基準類によって行う。 

    ② 業務の着手にあたり，目標となる工事費は監督職員と協議するものとする。 

 

(２) 環境保全性能 

                                 

(３) 環境配慮型プロポーザル方式において実施すべきと判断した技術提案 

           

(４) 協議及び記録 

     協議は次の時期に行い，その記録を書面に残すものとする。 

    ① 監督職員又は管理技術者が必要と認めたとき 

    ② その他（                      ） 
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    (５) 適用基準類 

      関係法令のほか，次の基準等による。ただし適用については、実施設計時の最新のものと

する。 

 

①  共通 

          A○・ EA官庁施設の総合耐震・対津波計画基準（統一基準）      （平成25年版） 

     ・官庁施設の環境保全性基準（ 統一基準） （令和３年版） 

 ②  建築  

A○・E A公共建築工事標準仕様書（統一基準）（建築工事編）     （平成31年版） 

     ○・文部科学省建築工事標準仕様書（特記基準）         （平成31年版） 

          ○・E A公共建築改修工事標準書（統一基準）（建築工事編）     （平成31年版） 

     ○・文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）       （平成31年版） 

     ○・建築構造設計指針                     （令和３年版） 

     ・公共建築木造工事標準仕様書（ 統一基準） （平成31年版） 

     ○・建築工事特記仕様書書式・同記載要領 （平成28年版） 

    ③ 建築積算 

     ○・公共建築工事積算基準（統一基準）             （平成28年版） 

     ○・公共建築工事共通費積算基準（統一基準）          （平成28年版） 

     ○・公共建築工事標準単価積算基準（統一基準）         （令和３年版） 

     ○・公共建築数量積算基準（統一基準）                          （平成29年版） 

     ○・公共建築工事内訳書標準書式（統一基準）（建築工事編）      （平成30年版） 

     ○・公共建築工事見積標準書式（統一基準）（建築工事編）        （令和３年版） 

         ○・公共建築工事積算基準等資料 （令和３年版） 

    ④ 設備 

     ○・公共建築工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編）   （平成31年版） 

     ○・文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）       （平成31年版） 

     ○・公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（電気設備工事編） （平成31年版） 

     ○・公共建築設備工事標準図（統一基準）（電気設備工事編）   （平成31年版） 

     ○・文部科学省電気設備工事標準図（特記基準）         （平成31年版） 

     ○・電気設備工事特記仕様書書式・同記載要領         （平成28年版） 

     ○・建築設備耐震設計・施工指針（建設省住宅局建築指導課監修）  （2014年版）                 

     ○・公共建築工事標準仕様書（統一基準）（機械設備工事編）   （平成31年版） 

     ○・文部科学省機械設備工事標準仕様書（特記基準）       （平成31年版） 

     ○・公共建築改修工事標準仕様書（統一基準）（機械設備工事編） （平成31年版） 

     ○・公共建築設備工事標準図（統一基準）（機械設備工事編）   （平成31年版） 

     ○・文部科学省機械設備工事標準図（特記基準）         （平成31年版） 

     ○・機械設備工事特記仕様書書式・同記載要領         （令和２年版） 

    ⑤ 設備積算 

○・E A公共建築工事積算基準（統一基準）             （令和３年版） 

A○・E A公共建築工事共通費積算基準（統一基準）          （平成28年版） 

A○・E A公共建築工事標準単価積算基準（統一基準）         （令和３年版） 

     ○・公共建築設備数量積算基準（統一基準）           （平成29年版） 

     ○・公共建築工事内訳書標準書式（統一基準）（設備工事編）   （平成30年版） 

     ○・公共建築工事見積標準書式（統一基準）（設備工事編）    （令和３年版） 

○・E A文部科学省建築工事標準単価積算基準（特記基準）      （平成31年版） 

A○・E A公共建築工事積算基準等資料 （令和３年版） 
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    ⑥ 土木 

     ・文部科学省土木工事標準仕様書               （平成29年版） 

  ⑦ 土木積算 

     ・文教施設工事積算要領（土木工事） （平成29年版） 

 

  (６) 参考資料 

業務の実施に当たり，参考とする資料は次のものとする。 

・建築物のライフサイクルコスト（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）（平成18年版） 

・ZEB設計ガイドライン（一般社団法人環境共創イニシアチブ） 

 

  (７) 適用基準類及び参考資料の貸与 

適用基準類及び参考資料のうち※印を付したものは，１部貸与することができる。 

 

  （８） ＺＥＢプランナー 

一般社団法人環境共創イニシアチブに登録されている「ＺＥＢプランナー」の担当者を自社

の社員又は再委託により配置すること。総括（管理）技術者又は主任技術者が兼務することが

できる。本業務の一部を再委託する場合は，事前に発注者に再委託業務申請書（様式任意）を

提出し，発注者の承認を得ること。 

 

 ８．成果物及び提出部数等 

  (１) 基本設計 

成  果  物 原図 
陽画焼 

又は複写 
製本形態 摘  要 

一般業務     

ａ．総合     

・基本計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・基本設計図 各 部 ( )部   

仕様概要書     

   仕上概要表     

面積表及び求積図     

敷地案内図     

配置図     

   平面図（各階）     

   断面図     

   立面図     

   矩計図（主要部詳細）     

   日影図     

・工事費概算書 各 部 ( )部   

ｂ．構造     

・構造計画説明書  各 部 ( )部  A 判 

・構造設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

ｃ．設備（電気設備）     

・電気設備計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・電気設備設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・各種技術資料 各 部 ( )部   
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ｄ．設備（給排水衛生設備）     

・給排水衛生設備計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・給排水衛生設備設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・各種技術資料 各 部 ( )部   

ｅ．設備（空調換気設備）     

・空調換気設備計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・空調換気設備設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・各種技術資料 各 部 ( )部   

ｆ．設備（昇降機等）     

・昇降機等計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・昇降機等設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・各種技術資料 各 部 ( )部   

ｇ．土木     

・土木計画説明書 各 部 ( )部  A 判 

・土木設計概要書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・各種技術資料 各 部 ( )部   

ｈ．追加業務     

・透視図 各 部 ( )部   

・透視図の写真 各 部 ( )部   

・模型※     

・模型の写真 各 部 ( )部   

・コスト縮減検討報告書 各 部 ( )部   

・ライフサイクルコスト算定資料 各 部 ( )部   

・工事工程表 各 部 ( )部   

ｉ．その他     

・各記録書  ( )部   

・     

ｊ．電子データ     

・ａ～ｉまでの電子データ 

  （※印を除く） 

( 部)    

 

（注）：「総合」とは，建築物の意匠に関する設計並びに意匠，構造及び設備に関する設計を取りまと

める設計を、「構造」とは、建築物の構造に関する設計を、「設備」とは建築物の設備に関す

る設計を言う。 

：「構造」及び「設備」の成果物は，「総合」の成果物の中に含めることもできる。 

：「昇降機等」には。機械式駐車場を含む。 

：「計画説明書」には，設計収支及び計画概要に関する記載を含む。 

：「設計概要書」には，仕様概要及び計画図に関する記載を含む。 

：基本設計図は，適宜，追加してもよい。 

：成果物は，監督職員の指示により製本し，原図はケース収納とする。 
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  （２）実施設計 

成果物 原 図 
陽画焼 

又は複写 
製本形態 摘  要 

ａ．建築（意匠）     

○・E A建築物概要書  (１)部  A１判図面 

A○・E A建築（意匠）設計図  (１)部 A3製本  

    特記仕様書     

仕上表     

面積表及び求積図     

敷地案内図     

   配置図     

   平面図（各階）     

断面図     

   立面図（各面）     

矩計図     

   展開図     

   天井伏図（各階）     

   平面詳細図     

   断面詳細図     

部分詳細図     

   建具表     

   外構図     

   サイン図     

  舞台装置一式     

○・E A各種計算書 各１部 (２)部   

 ○・工事費概算書 各１部 (１)部   

○・E A計画通知図書※ 各１部 (４)部   

ｂ．構造     

A○・E A構造設計図  (１)部 A3製本 A１判図面 

特記仕様書     

伏図（各階）     

軸組図     

部材断面図     

標準詳細図     

部分詳細図     

A○・E A構造計算書 各１部 (２)部   

A○・E A工事費概算書 各１部 (１)部   

A○・E A計画通知図書※ 各１部 (４)部   

ｃ．設備（電気設備）     

A○・E A電気設備設計図  (１)部 A3製本 A１判図面 

特記仕様書     

敷地案内図     

配置図     

電灯設備図     

動力設備図     

S伝熱設備図     

S雷保護設備図     
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S受変電設備図     

S電力貯蔵設備図     

S発電設備図     

構内情報通信網設備図     

構内交換設備図     

S情報表示設備図     

S映像・音響設備図     

拡声設備図     

誘導支援設備図     

テレビ共同受信設備図     

S監視カメラ設備図     

S駐車場管制設備図     

S防犯・入退室設備図     

火災報知設備図     

中央監視制御設備図     

構内配電線路図     

構内通信線路図     

Sテレビ電波障害防除設備図     

（       ）     

（       ）     

A○・E A各種計算書 各１部 (１)部   

A○・E A工事費概算書 各１部 (１)部   

A○・E A計画通知図書※ 各１部 (４)部   

ｄ．設備（給排水衛生設備）     

A○・E A給排水衛生設備設計図  (１)部 A3製本 A１判図面 

特記仕様書     

敷地案内図     

配置図     

機器表     

衛生器具設備図     

給水設備図     

排水設備図     

S雨水・排水再利用設備図     

給湯設備図     

消火設備図     

ガス設備図     

S浄化槽設備図     

Sさく井設備図     

屋外設備図     

（       ）     

（       ）     

A○・E A各種計算書 各１部 (１)部   

A○・E A工事費概算書 各１部 (１)部   

A○・E A計画通知図書※ 各１部 (４)部   

ｅ．設備（空調換気設備）     
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A○・E A空気調和設備設計図  (１)部 A3製本 A１判図面 

特記仕様書     

敷地案内図     

配置図     

機器表     

暖房設備図     

空気調和設備図     

換気設備図     

自動制御設備図     

動力設備図     

S排煙設備図     

屋外設備図     

（       ）     

A○・E A各種計算書 各１部 (１)部   

A○・E A工事費概算書 各１部 (１)部   

A○・E A計画通知図書※ 各１部 (４)部   

Sｆ．設備（昇降機等設備）     

・昇降機等設備設計図 各 部 ( )部 A3製本 A１判図面 

特記仕様書     

敷地案内図     

配置図     

自動制御設備図     

昇降機設備図     

・各種計算書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・計画通知図書※ 各 部 ( )部   

Sｇ．土木     

 ・土木設計図 各 部 ( )部 A3製本 A１判図面 

[共通]     

・特記仕様書     

・敷地案内図     

・配置図     

・（       ）     

[仮設工]     

・平面図     

・構造詳細図     

・（       ）     

[敷地造成及び土工]     

・開発地域現況図     

・土地利用計画図     

・排水系統図     

・地質平面図     

・地質断面図     

・造成計画図     
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・造成計画断面図     

・防災施設図     

・法面保護図     

・地盤改良図     

・（       ）     

[道路土工]     

・平面図     

・縦断図     

・横断図     

・標準横断図     

・舗装詳細図     

・道路附属施設詳細図     

・（       ）     

[広場・歩道舗装]     

・平面図     

・縦断図     

・横断図     

・標準横断図     

・舗装詳細図     

・広場・歩道附属施設詳細図     

・（       ）     

[排水工]     

・平面図     

・縦断図     

・構造詳細図     

・（       ）     

[共同溝]     

・平面図     

・縦断図     

・構造詳細図     

 ・（       ）     

[法面保護]     

・平面図     

・展開図     

・構造詳細図     

・（       ）     

[運動場]     

・平面図     

・排水計画図     

・構造詳細図     

・（       ）     

[環境緑化]     

・平面図     

・構造詳細図     
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・（       ）     

[取りこわし及び舗装補修]     

・平面図     

・構造詳細図     

・（       ）     

[その他]     

・各種計算書 各 部 ( )部   

・工事費概算書 各 部 ( )部   

・計画通知図書※ 各 部 ( )部   

・（       ）     

・（       ）     

ｈ．建築積算     

A○・E A建築工事積算数量算出書 各１部 (１)部   

A○・E A建築工事積算数量調書 各１部 (１)部   

A○・E A単価作成資料 各１部 (１)部   

A○・E A見積検討資料（見積書含む） 各１部 (１)部   

A○・E A建築工事工事費内訳書 各１部 (１)部   

・（       ）     

・（       ）     

ｉ．電気設備積算     

A○・E A電気設備工事積算数量算出書 各１部 (１)部   

A○・E A電気設備工事積算数量調書 各１部 (１)部   

A○・E A単価作成資料 各１部 (１)部   

A○・E A見積検討資料（見積書含む） 各１部 (１)部   

A○・E A電気設備工事工事費内訳書 各１部 (１)部   

・（       ）     

・（       ）     

ｊ．機械設備積算     

A○・E A機械設備工事積算数量算出書 各１部 (１)部   

A○・E A機械設備工事積算数量調書 各１部 (１)部   

A○・E A単価作成資料 各１部 (１)部   

A○・E A見積検討資料（見積書含む） 各１部 (１)部   

A○・E A機械設備工事工事費内訳書 各１部 (１)部   

・（       ）     

・（       ）     

Sｋ．土木積算     

・土木工事積算数量算出書 各 部 ( )部   

・土木工事積算数量調書 各 部 ( )部   

・単価作成資料 各 部 ( )部   

・見積検討資料（見積書含む） 各 部 ( )部   

・土木工事工事費内訳書 各 部 ( )部   

・（       ）     

・（       ）     

ｌ．追加業務     
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A○・E A透視図 各 部 (１)部  ２カット作成 

・透視図の写真 各 部 ( )部   

 ・模型 各 部 ( )部   

 ・模型の写真 各 部 ( )部   

・中高層建築物の届出書※ 各 部 ( )部   

・建築物エネルギー消費性能適合

性判定に関する資料 

各 部 ( )部   

 ・防災計画等に関する資料 各 部 ( )部   

・構造性能評価等に関する資料 各 部 ( )部   

A○・E Aコスト縮減検討報告書 各１部 (１)部   

・ライフサイクルコスト算定資料  ( )部   

A○・E Aグリーン購入計画書 各１部 (１)部   

A○・E Aリサイクル計画書 各１部 (１)部   

A○・E A環境保全性評価（CASBEE） 各１部 (１)部   

A○・E A工事工程表 各１部 (１)部   

・住民説明用資料 各 部 ( )部   

A○・E A設計趣意書 各１部 (１)部   

A○・E AZEB申請書 各１部 (２)部   

A○・E A土壌汚染対策法に関する届出書 各１部 (２)部   

ｍ．その他     

A○・E A各記録書 各１部 (１)部   

・（       ）     

ｎ．電子データ     

A○・E Aａ～ｍまでの電子データ 

  （※印は除く） 

(１)部   CD-R等で提出 

 

  (注)：「総合」とは、建築物の意匠に関する設計並びに意匠、構造及び設備に関する設計をとりまと

める設計を、「構造」とは、建築物の構造に関する設計を、「設備」とは建築物の設備に関す

る設計を言う。 

：「構造」の成果物は，総合（意匠）実施設計の成果物の中に含めることもできる。 

：設計図は，適宜，追加・削除してもよい。 

：積算数量算出書には，拾い図等を含む。 

：成果物は，監督職員の指示により，製本し，原図はケース収納とする。 

  

 ９．成果物の体裁等 

(1) 実施設計の設計原図には，表題欄に設計業務名，受注者名表示・押印，工事名称，図面  

 名称，縮尺，図面番号及び発注部局表示・押印等の欄を設ける。 

 

(2) 電子データの成果物は下記による。 

①電子媒体 

・CD-R  

・USB 

②ファイル形式 

 PDF，EXCEL，JWW，DXF，JPEG  
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③電子媒体の提出は，別紙１のとおりとする。なお，電子データの成果物に対する共通仕様書

に基づく署名又は捺印は，別紙１の措置をもって代えることとする。 

④提出されたCADデータは，当該施設に係る工事の請負者に貸与し当該工事における施工図及

び完成図の作成に設計業務委託契約要項第８条第１項の規定の範囲で利用することができ

る。 

 



別紙１ 電子媒体の提出について

　電子媒体の提出は以下の通りとする。
１）CD-Rのラベルに直接署名又は捺印を行う。
２）受注者は、電子媒体の内容の原本性を証明するために、下に定める様式（電子
　　媒体納品書）に署名又は捺印の上、電子媒体と共に提出する。
　　

業務番号：○○○○○○○○○○　　1/3

○○○○○○○○○○○○設計業務

　　　○年○月

監督職員

主任監督職員

管理技術者

発注者：○○○○○○○○

受注者：○○○○○○○○株式会社
ウィルスチェックに関する情報
ウィルス対策ソフト名：○○○○
チェック年月日：○○○○年○月○日
CD-Rフォーマット形式：JOLIET

CD-R のラベル記載例

電子媒体納品書の書式例



設 計 業 務 委 託 契 約 書（案） 

 
業 務 名 帯広畜産大学畜産フィールド科学センター改築設計業務 
  
業務委託料 金         円也 

 （ うち取引に係る消費税及び地方消費税の額        円） 
 
建築士法第22条の３の３に定める記載事項 別紙のとおり 

 
発注者 国立大学法人帯広畜産大学契約担当役 事務局長 藤波 豊彦と受注者   との間にお

いて，上記の業務について，上記の業務委託料で，次の条項によって委託契約を締結し，信義に従
って誠実にこれを履行する。 
 
第１条 受注者は，別冊の設計仕様書に基づいて，業務を完了する。 
第２条 業務は，        において実施する。 
第３条 業務の履行期間は，令和４年  月  日から令和４年３月３１日までとする。 
第４条 契約保証金は，         円を納付する。ただし，有価証券等の提供又は金融機関若し

くは保証事業会社の保証をもって契約保証金の納付に代えることができる。また，公共工事履行保証証

券による保証を付し，又は履行保証証券契約の締結を行った場合は,契約保証金を免除する。 
第５条 業務委託料は，受注者からの適法な請求に基づき２回までに支払うものとする。 
第６条 業務委託料の請求書は，国立大学法人帯広畜産大学施設課に送付するものとする。 
第７条 完了通知書は，国立大学法人帯広畜産大学施設課に送付するものとする。 
第８条 別記の設計業務委託契約要項第34条第６項，第50条第１項及び第50条第３項中の遅延利息
率は，「年２．５％」である。 

第９条 この契約についての一般的約定事項は，別記の設計業務委託契約要項によるものとする。 
第10条 この契約に関する訴えの専属的合意管轄裁判所は，帯広畜産大学所在地を管轄区域とする
釧路地方裁判所とする。 

第11条 この契約に定めのない事項について，これを定める必要がある場合は，発注者と受注者とが
協議して定めるものとする。 

 
 この証として，本書２通を作成し，当事者記名押印のうえ，各自１通を保有する。 
 
 
  令和 年  月  日 
 
 

 
発 注 者 帯広市稲田町西２線１１番地 

      国立大学法人帯広畜産大学 
 契約担当役 事務局長  藤 波 豊 彦 
 

 

 

受 注 者  

                   

 



帯広畜産大学農場再開発整備事業
基本計画書

国立大学法人

食を支え、くらしを守る。

2022年 2月
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本学の概要 及び 畜産フィールド科学センターの現状 02

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

酪農生産を中心とした、実践教育研究拠点である畜産フィールド科学センターは、昭和49年から昭和51年に建設された小規
模な鉄骨造を主とした施設群であり、新しい建物でも築46年以上を経過し、畜産施設特有の腐食等の影響により建物基本性能
の低下をはじめ、著しく老朽化が進行しており、安全で機能的な教育研究を持続 及び 国際安全衛生基準への対応が難しい状況
となっている。このことから、グローバル人材育成のための重点的な取り組みとして、2019年4月より教育の質向上 及び リカ
レント教育を充実し、高度な技術を有する人材を輩出して地域社会に貢献するため、教員の増員を含めた組織に改組しており、
その基盤施設として施設機能の強化を図り、施設群全体の改善（再開発による施設集約や機能向上）を行うものである。

●欧米水準の教育課程の構築
●世界トップレベル大学等との国際共同研究及び教育交流
●国際安全衛生基準適応の実習環境による人材育成
●企業等社会のニーズに即した共同研究・人材育成

グローバル人材育成のための重点取り組み事項

欧州獣医学教育国際認証の取得

本学の概要について
本学が位置する十勝地方は、日本の食料基地として畑作や酪農・肉用生産など、農業を主とした産業を展開している。

本学は、1941年（昭和16年）に帯広高等獣医学校として創立、十勝平野の中心に位置する利点を生かし「食の生産性向上と安
全確保」を基本として、農畜産物の生産から食品衛生 及び 環境保全に至る一連の教育研究活動により、地域 及び 国際社会に
貢献するグローバル人材の育成に取り組んでいる。

なお、令和４年４月より、小樽商科大学・帯広畜産大学・北見工業大学は、北海道経済・産業の課題解決とその発展 及び 国
際社会の繁栄に一層貢献するため、経営統合を行う。

畜産フィールド科学センターの現状について

国立大学法人北海道国立大学機構
設立に関する共同記者会見



食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

再開発整備方針 及び 計画方針 03

コンセプト

環境に優しく、飼養管理の効率化 及び 衛生管理強化を掲げた
次世代教育モデルファーム

再開発整備方針について

従来、畜産施設は家畜伝染病が発症した場合など家畜衛生管理上の問題もあり、機能別の独立棟で形成されているのが一般
的であるが、農場再開発に合わせて点在する様々な機能をもつ施設群の面積抑制を含めて集約化（1棟）し、機能別にゾーンを
配置して動線の効率化を図り、先端畜産技術を駆使して機能性の充実と作業性 及び 衛生管理を強化し、将来を見据えた次世代
教育モデルファーム（仮称 畜産複合センター）として整備する。

計画方針について

効果的な実践型実習やリカレント教育など、グローバル社会の要請に即した農学系人材育成が行える施設とする。

現在の畜産フィールド科学センター施設群総面積について、再開発完了後に約9％面積を抑制し、施設にかかる維持保全費 及び
エネルギー使用量削減を図る。

カーボンニュートラル社会を踏まえ、省エネ・創エネによる『ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）』認証施設とする。

アニマルウェルフェア（動物福祉）に基づく飼育環境 及び 安全で かつ 効率的飼養管理を可能とする機能別ゾーンの配置。

『計画方針1』

『計画方針2』

『計画方針3』

『計画方針4』



キャンパス基本情報・畜産フィールド科学センター概要 04

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

■都市計画区域内／市街化調整区域
■建ぺい率：50％ 容積率： 80％
■防火地域指定なし／法22条区域
■下水道処理区域
■日影規制なし（用途地域指定のない区域）
■接道メイン道路：都市計画道路（弥生新道）／法42条1項1号道路
■地震地域係数：Z=1.0／地盤種別：第二種
■多雪区域：積雪 130cm／凍結深度：100cm

■名 称 帯広畜産大学 稲田団地
■所 在 地 帯広市稲田町西2線11番地 他45筆
■敷 地 面 積 1,877,393㎡

■建 築 面 積 48,426㎡／建ぺい率：2.58%
■延べ床面積 81,822㎡／容 積 率 ：4.36％
■学 生 数 1,357人
■教 職 員 数 225人

キャンパス基本情報（R4.2月 現在）

畜産フィールド科学センター 酪農生産の概要

畜産フィールド科学センターは、実習教育や研究の場として酪農生産を行う重要な施設群である。酪農生産は、肉牛や乳牛
約160頭（常時搾乳頭数70～80頭）の飼養・搾乳を行い、ISO22000認証施設であるパーラーで年間約1,000トンの生乳を生
産し、FSSC22000認証施設の乳製品製造工場にて牛乳やアイスクリーム加工を行っており、これらの家畜飼料として、粗飼料
である牧草・トウモロコシを100haの畑にて栽培し完全自給を行っている。

法的諸条件

※畜産フィールド科学センター敷地は市道にて分離されている。



畜産フィールド科学センター再開発 全体配置計画 05

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

再開発

N

現状・配置図 再開発完了後・配置図

畜産フィールド科学センター研究棟
改修整備済み/RC1F/813㎡

（仮称）畜産複合センター
改築/S1F/4,824㎡

渡り廊下（別棟扱い）
新築/S1F

ソーラーパネル

バンカーサイロ

コージェネ

コンポスト

消化液槽

発酵槽

受入/消毒

バイオガスプラント

畜産フィールド科学センター研究棟
改修整備済み/RC1F/813㎡

ランドマークサイロ

秤量舎

バンカーサイロ

上屋

：整備建物

：次期以降整備範囲

：整備建物

：次期以降整備範囲

将来計画
牛舎

将来計画
牛舎

パドック

R4.02 現在



計画概要 06

計画概要

（仮称）畜産複合センター

畜産フィールド科学センター

帯広畜産大学 配置図
畜産フィールド科学センター

■工 事 種 別 改築（牛舎+搾乳舎：新築１棟）

■計 画 位 置 既存畜産フィールド科学センター研究棟と別棟渡り廊下で接続（次期）
■上 部 構 造 鉄骨造／ラーメン構造
■基 礎 形 式 直接独立基礎／コンクリートラップル地業を想定
■階 数 平屋建て

地下なし（配管ピット・糞尿ピットあり）
■建 築 面 積 2,390㎡+α（軒の出形状により変動）
■延べ床面積 2,390㎡（整備基準面積）

■建 物 用 途 大学（畜舎等） 牛舎/搾乳舎
■構 造 制 限 任意準耐火建築物（ロ準耐2号：不燃構造建築物）

■耐震安全性 Ⅱ類／重要度係数：1.25

※次期整備範囲を含めて『一の建築物』とする

※次期整備までを想定した構造とする事

※開放上屋を含まず

基準面積である延べ床面積からの増減許容範囲は

の範囲である事。

【整備基準面積 調整範囲】

増加が+2%未満・減少が－1％未満

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。



配置計画 07

Ⅰ期/Ⅱ期整備 配置計画

N
：整備済み建物（改修）

：整備範囲

：次期整備範囲

：既存施設利用（次期改修）

：撤去建物（4棟：1,446㎡）

：撤去予定の建物（次期）

：パドック（柵+路床）

：開放上屋（屋根+柱）

：アスファルト舗装

：芝種子吹付け

：屋外配電線路（共同溝/埋設）

：屋外通信線路（共同溝/埋設）

：外 灯

：太陽光発電設備

：屋外給水管（共同溝/埋設）

：屋外排水管

：屋外ガス管（埋設）

凡例市道路（西3線）

民有地
（畑地）

メインキャンパスへ

渡り廊下（別棟扱い）

上屋
既設消火栓

既設桝へ接続

畜産フィールド科学センター研究棟
改修整備済み/RC1F/813㎡ （仮称）畜産複合センター

改築/S1F/4,824㎡
新築/S1F

共同溝

■（仮称）畜産複合センターを分割して整備す
る配置計画とする。

■中央部分に作業スペースとして、開放的な上
屋を設置する計画とする。

■極力、改築後に既存施設の取り壊しが出来る
よう、敷地東側の空地へ計画する。

■防疫エリアを明確に区分出来るよう、建物配
置・作業動線（人/車両）とする。

■研究棟と次期整備にて別棟渡り廊下で接続す
る計画とし、学生・教員・職員の主動線とす
る。（メイン玄関は研究棟）

■全体再開発後を見据え、防疫を考慮した作業
道路配置（作業動線）とする。

■学生・職員 及び 外来駐車場は建物東側に配
置し、既存構内道路の延長にて計画する。

■家畜排泄物は集約後、建物南西側で計画して
いるバイオマス設備へ搬出する計画とし、敷
材利用による排泄物縮減を考慮する。

■電力・情報通信・給水・ガス等のインフラ供
給は、研究棟より共同溝/埋設にて供給する。

■汚水については既設桝へ接続する。
■建物西側の敷地について、将来の増築（新

棟）を考慮する。

建物配置計画

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。



建築計画・省エネ計画 08

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

建築（意匠）計画 建築（構造）計画
■建物形状等

・自然光や自然風を取り込み、積雪や落雪 及び 雨水に配慮
した形状とし、作業動線を考慮した計画とする。

・糞尿処理や給餌等の自動化 効率化を考慮し、家畜にストレ
スを与えない計画とする。

・フレキシブルな家畜飼養が可能な平面計画とする。
・作業用重機を考慮した開口部を計画する。
・野生動物等の侵入防止（防疫）を考慮した計画とする。

■外装/内装
・維持費が掛からない仕様とし、糞尿に対する清掃性、耐久

性を考慮した計画とする。
・家畜の転倒防止や居心地を考慮した床材を計画する。

■開放上屋
・半屋外的な作業空間として、屋根のみ設置する計画とする。
・自然光を取り込み、維持費が掛からない計画とする。

■サイン
・判りやすく建物にも調和し、デザイン性も考慮したサイン

計画を行う。
■法令対応

・建築基準法、消防法、省エネ法、土壌汚染対策法等、該当
関連法令を遵守した計画とする。

■その他
・『キャンパスマスタープラン 2017』に基づいた計画とする。
・次期整備計画について検討を行う。
・コスト縮減を考慮した計画とする。
・資材納期を考慮した計画とする。

■鉄骨造／ラーメン構造を基本に検討し、資材納期や工期を考慮
した構造計画とする。

■柱スパンは経済性を念頭に、極力大きくする計画とする。
■階高は作業用重機に支障ない計画とする。
■基礎については、直接独立基礎+ラップル地業を基本に検討す

る。
■配管ルートとして床下ピット 及び 糞尿処理用のピットを計画

する。
■コスト縮減を考慮した屋根構造を計画する。

省エネ計画
■ ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の認証施設として

計画する。 BEIm≦0.00
■創エネとして太陽光発電設備を設置する。
■多様な省エネルギー設備等の導入を計画する。

LED照明/センサー制御照明
節水機器/高効率機器/省エネ制御機器
断熱材/断熱サッシ/複層ガラス/ハイサイドライト

■自然エネルギーの利用を検討する。
自然採光利用/自然風利用/外気熱利用/地熱利用



電気設備・機械設備計画 09

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

電気設備計画 機械設備計画

■次世代を見据え、ICT（情報通信技術）による家畜の個体管理
や監視、自動化した作業機械などの導入を想定した計画とし
既設構内ネットワークへ接続する。

■実習環境を活用した遠隔授業等に対応する、通信システムを計
画する。

■アニマルウェルフェアに基づく照明計画を行う。
■建築基準法、消防法、省エネ法等、該当関連法令を遵守した計

画とする。
■ZEB認証取得を前提に、メンテナンス性・ランニングコスト縮

減を考慮した計画とする。
■次期整備計画を考慮した計画とする。

■暖房設備について、ガス式・電気式を室用途考慮の上、計画す
る。

■牛舎の換気設備について、建物形状・開口を利用した換気方式
を検討し、居室部分については、24時間シックハウス対応とす
る。

■作業流し台・実習流し台・手洗い器を必要箇所へ計画する。
■牛用自動水飲み器を計画する。
■一般排水・パーラー排水・糞尿混合水などの汚水処理について

計画する。
■給湯設備について必要箇所へ計画する。
■主要設備について自動制御を行い、将来的な遠隔制御を考慮し

た計画とする。
■主要設備の警報を、中央機械室の監視装置へ取り込む計画とす

る。
■建築基準法、消防法、省エネ法、水質汚濁防止法、家畜排せつ

物法等、該当関連法令を遵守した計画とする。
■ZEB認証取得を前提に、省エネ性・ランニングコスト縮減を考

慮した計画とする。
■次期整備計画を考慮した計画とする。



計画平面（案） 10

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

：搾乳スペース

凡例

：乳加工スペース

：牛舎スペース（育成・肥育・研究）
：分娩哺乳スペース
：飼料スペース
：農機具スペース

：管理・実習スペース
：共用作業通路スペース（開放上屋）

渡り廊下（別棟扱い）

畜産フィールド科学センター研究棟
改修整備済み/RC1F/813㎡

（仮称）畜産複合センター
改築/S1F/4,824㎡

新築/S1F

全体計画平面図（案）

次期

次期

設計範囲



事業スケジュール（案） 11

食を支え、くらしを守る 人材育成のために・・・。

　畜産フィールド科学センター 再開発事業スケジュール（案）

　

□文部科学省：内示・交付決定

　　【R3補正】

□大学申請

□ZEB基本計画業務

□設計プロポーザル

□実施設計

□現況測量業務（農場敷地全体）

□諸官庁申請

□ZEB申請

□工事事務手続き

□工事

□機器・備品

　　政府調達の場合（ 1,500万円以上）

　　一般競争の場合

□仮移転・引越し

10月 11月 12月７月 ８月 ９月

 農場再開発事業（畜産複合センター）
　Ⅰ期：牛　 舎　S1F：1,090㎡
　Ⅱ期：搾乳舎　S1F：1,300㎡　合計：2,390㎡
　撤去建物：4棟　1,446㎡

項　目
2021年年度（令和3年度） 2022年度（令和4年度）

令和４年 令和５年
12月 １月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月

内示 交付決定

実施計画協議・交付申請

設計契約

設計プロポーザル 1.0ヵ月

実施設計（ZEB設計含む） 3.0ヵ月

計画通知申請 1.7ヵ月

工事入札手続き 1.0ヵ月

工事契約

工事 6.7ヵ月（鉄骨納期を考慮）

既存建物解体

仮住まい先整備

仮移転 引越し

機器・備品納入納期 5.0ヵ月（仮定）契約手続き（公告50日以上）

機器・備品納入納期 3.0ヵ月（仮定）契約手続き

ZEB申請 1.0ヵ月

完了検査

基本計画書作成・教員打合せ

12/24

現況測量＋現況図

ZEB基本計画


基本計画書添付用
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								12月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						10月 ガツ						11月 ガツ						12月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ

						 農場再開発事業（畜産複合センター） ノウジョウ サイカイハツ ジギョウ チクサン フクゴウ

						　Ⅰ期：牛　 舎　S1F：1,090㎡
　Ⅱ期：搾乳舎　S1F：1,300㎡　合計：2,390㎡
　撤去建物：4棟　1,446㎡ キ ウシ シャ キ サクニュウ シャ ゴウケイ テッキョ タテモノ トウ

						□文部科学省：内示・交付決定 モンブ カガクショウ ナイジ コウフ ケッテイ

						　　【R3補正】 ホセイ



						□大学申請 ダイガク シンセイ



						□ZEB基本計画業務 キホン ケイカク ギョウム

						□設計プロポーザル セッケイ

						□実施設計 ジッシ セッケイ



						□現況測量業務（農場敷地全体） ゲンキョウ ソクリョウ ギョウム ノウジョウ シキチ ゼンタイ



						□諸官庁申請 ショカンチョウ シンセイ

						□ZEB申請 シンセイ





						□工事事務手続き コウジ ジム テツヅ



						□工事 コウジ



						□機器・備品 キキ ビヒン

						　　政府調達の場合（ 1,500万円以上） セイフ チョウタツ バアイ マンエン イジョウ

						　　一般競争の場合 イッパン キョウソウ バアイ



						□仮移転・引越し カリ イテン ヒ コ







内示

交付決定

実施計画協議・交付申請

設計契約

設計プロポーザル 1.0ヵ月

実施設計（ZEB設計含む）　3.0ヵ月

計画通知申請　1.7ヵ月

工事入札手続き　1.0ヵ月


工事契約

工事　6.7ヵ月（鉄骨納期を考慮）

既存建物解体

仮住まい先整備

仮移転

引越し

機器・備品納入

納期　5.0ヵ月（仮定）

契約手続き（公告50日以上）

機器・備品納入

納期　3.0ヵ月（仮定）

契約手続き

ZEB申請　1.0ヵ月

完了検査

基本計画書作成・教員打合せ

12/24

現況測量＋現況図

ZEB基本計画



農場事業スケジュール検討





						　農場再開発事業スケジュール検討_07 ノウジョウ サイカイハツ ジギョウ ケントウ																																																																																												44230

				　		項　目 コウ メ		2021年年度（令和3年度） ネン ネンド レイワ ネンド																								2022年度（令和4年度） ネン ド レイワ ネンド

														令和４年 レイワ ネン																																																																								令和５年 レイワ ネン

								12月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						10月 ガツ						11月 ガツ						12月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ

						 農場再開発事業（畜産複合センター） ノウジョウ サイカイハツ ジギョウ チクサン フクゴウ

						　Ⅰ期：牛　 舎　S1F：1,090㎡
　Ⅱ期：搾乳舎　S1F：1,300㎡　合計：2,390㎡
　撤去建物：4棟　1,446㎡ キ ウシ シャ キ サクニュウ シャ ゴウケイ テッキョ タテモノ トウ

						□文部科学省：内示・交付決定 モンブ カガクショウ ナイジ コウフ ケッテイ

						　　【R3補正】 ホセイ



						□大学申請 ダイガク シンセイ



						□ZEB基本計画業務 キホン ケイカク ギョウム

						□設計プロポーザル セッケイ

						□実施設計 ジッシ セッケイ



						□現況測量業務（農場敷地全体） ゲンキョウ ソクリョウ ギョウム ノウジョウ シキチ ゼンタイ



						□諸官庁申請 ショカンチョウ シンセイ

						□ZEB申請 シンセイ





						□工事事務手続き コウジ ジム テツヅ



						□工事 コウジ



						□機器・備品 キキ ビヒン

						　　政府調達の場合（ 1,500万円以上） セイフ チョウタツ バアイ マンエン イジョウ

						　　一般競争の場合 イッパン キョウソウ バアイ



						□仮移転・引越し カリ イテン ヒ コ







内示

交付決定？

実施計画協議・交付申請

設計契約

設計プロポーザル 1.0ヵ月

実施設計（ZEB設計含む）　3.0ヵ月

計画通知申請　1.7ヵ月

工事入札手続き　1.0ヵ月


工事契約

工事　6.7ヵ月（鉄骨納期を考慮）

既存建物解体

仮住まい先整備

仮移転

引越し

機器・備品納入

納期　5.0ヵ月（仮定）

契約手続き（公告50日以上）

機器・備品納入

納期　3.0ヵ月（仮定）

契約手続き

ZEB申請　1.0ヵ月

完了検査

基本計画書作成・教員打合せ

12/24

1/6~1/14

現況測量＋現況図

ZEB基本計画



令和3年度

						令和3年度　年間スケジュール レイワ ネンド ネンカン																																																																										44501

						事　項　等 コト コウ トウ		２０２１年 ネン																																																												２０２２年 ネン

								3月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ





						□令和4年度概算要求 レイ ワ ネンド ガイサン ヨウキュウ





						□機構本部庁舎基本設計プロジェクトチーム キコウ ホンブ チョウシャ キホン セッケイ

						　　北見：大野　小樽：後藤　帯広：海田 キタミ オオノ オタル ゴトウ オビヒロ ウミ タ



						□北海道国立大学機構　本部庁舎整備事業 ホッカイドウ コクリツ ダイガク キコウ ホンブ チョウシャ セイビ ジギョウ

						　　機構本部（新築）RC2F：740㎡ キコウ ホンブ シンチク

						　　畜大本部棟（改修）RC2F：1,640㎡ チクダイ ホンブ トウ カイシュウ



						□馬係留施設整備（クラウドファンディング） ウマ ケイリュウ シセツ セイビ

						　〇係留施設+身障者用駐車場+周辺環境整備 ケイリュウ シセツ シンショウシャ ヨウ チュウシャ バ シュウヘン カンキョウ セイビ

						　〇当初 概算予算：8,665,800円 トウショ ガイサン ヨサン エン



						□学位授与機構（営繕事業）：2,000万円 ガクイ ジュヨ キコウ エイゼン ジギョウ マンエン

						　〇国際交流会館Ⅰ：外壁塗装改修 コクサイ コウリュウ カイカン ガイヘキ トソウ カイシュウ

						　〇サークル棟/合宿棟/音楽練習室：屋上防水改修 トウ ガッシュク トウ オンガク レンシュウシツ オクジョウ ボウスイ カイシュウ



						□産学連携センター改修（学長裁量経費）：9,339,000円 サンガク レンケイ カイシュウ ガクチョウ サイリョウ ケイヒ エン

						　〇１階NMR室跡 → マルチルームへ改修（9月末完了） カイ シツ アト カイシュウ ガツ スエ カンリョウ

						　〇２階冷蔵庫廃止跡 → オープンスペースへ改修 カイ レイゾウコ ハイシ アト カイシュウ



						□家畜防疫エリア整備（学内経費）：19,000,000円 カチク ボウエキ セイビ ガクナイ ケイヒ エン

						〇車両消毒装置更新／消毒槽上屋（自転車・人）
堆肥舎防鳥ネット／鶏舎改修／圃場実習室改修 シャリョウ ショウドク ソウチ コウシン ショウドク ソウ ウワヤ ジテンシャ ヒト タイヒシャ フセ トリ ケイシャ カイシュウ ホジョウ ジッシュウ シツ カイシュウ





						□【再公告】総合研究棟Ⅰ号館等空調設備工事 サイコウコク ソウゴウ ケンキュウトウ ゴウカン トウ クウチョウ セツビ コウジ

						　〇Ⅰ号館/講義棟/伴侶動物研究棟 ゴウカン コウギトウ ハンリョ ドウブツ ケンキュウトウ





						□総合研究棟Ⅰ号館等GHP室外機更新工事 ソウゴウ ケンキュウトウ ゴウカン トウ シツガイキ コウシン コウジ

						　〇Ⅰ号館/Ⅳ号館/動物医療センター ゴウカン ゴウカン ドウブツ イリョウ





						□講義棟照明設備改修工事 コウギトウ ショウメイ セツビ カイシュウ コウジ

						　〇講義棟 コウギトウ





						□電話交換機更新工事 デンワ コウカンキ コウシン コウジ

						　〇本部棟 ホンブ トウ





						□構内入退室管理設備改修工事 コウナイ ニュウタイシツ カンリ セツビ カイシュウ コウジ

						　〇構内各棟 コウナイ カク トウ





						□特殊建築物等 定期報告 トクシュ ケンチクブツ トウ テイキ ホウコク

						　〇建築：無し ケンチク ナ

						　〇機械換気設備/非常用照明：有り キカイ カンキ セツビ ヒジョウヨウ ショウメイ ア











      夏休み
   8/17～9/30

      年末年始
   12/29 ～ 1/3

センター試験

     春休み
   2/24～4/4？

 3/10
 web

 　6/10
     提出

7/6
公告

 8/4
 開札

   8/24
キックオフ

プロジェクトチーム

 8/23
  公告

9/16
図渡し

  10/8
   開札

 5/17
 web

6/21
公告

7/15
図渡し

 8/3
 開札

 　　　　 10/初旬？
　馬フォーラム（オンライン開催）

  7/20
 図渡し

6/30
提出

  8/4
  公告

8/17
図渡し

  8/27
   開札

  9/13                                        
  公告

9/30
図渡し

 8/17
確認済み

  10/13
    開札

  10/19
   公告

11/2
図渡し

  11/16
   開札

 10/21                                        
  公告

11/4
図渡し

  11/12
    開札

 11/4                                        
  公告

11/15
図渡し

  11/26
    開札



令和2年度

						令和2年度　年間スケジュール レイワ ネンド ネンカン																																																																										44260

						事　項　等 コト コウ トウ		２０２０年 ネン																																																												２０２１年 ネン

								3月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ





						□令和3年度概算要求 レイ ワ ネンド ガイサン ヨウキュウ





						□機構本部庁舎基本設計プロジェクトチーム キコウ ホンブ チョウシャ キホン セッケイ

						　　北見：大野　小樽：後藤　帯広：海田 キタミ オオノ オタル ゴトウ オビヒロ ウミ タ



						□北海道国立大学機構　本部庁舎 ホッカイドウ コクリツ ダイガク キコウ ホンブ チョウシャ

						　　新築：   740㎡ シンチク

						　　改修：1,640㎡ カイシュウ



						□畜産フィールド科学センター管理棟改修 チクサン カガク カンリトウ カイシュウ

						　　813㎡





						□プロムナード等整備 トウ セイビ

						　　施設整備費補助金工事 シセツ セイビヒ ホジョキン コウジ





						□グリーンコリドー整備 セイビ

						　　自己資金工事 ジコ シキン コウジ





						□稲田宿舎取り壊し（10棟）:810㎡ イナダ シュクシャ ト コワ トウ

						　※Ⅲ期目：原虫前の残り全ての棟 キ メ ゲンチュウ マエ ノコ スベ ムネ





						□学位授与機構：2,000万円 ガクイ ジュヨ キコウ マンエン

						　〇農場管理棟/屋上防水：688㎡ ※先送り分 ノウジョウ カンリトウ オクジョウ ボウスイ サキオク ブン

						　〇Ⅲ号館/屋上防水：723㎡ ゴウカン オクジョウ ボウスイ



						□キャンパスエッジ北側整備 キタガワ セイビ

						　　自己資金工事：1,500万円 → 800万円 ジコ シキン コウジ マンエン マンエン

						　〇既設フェンス撤去+新設樹脂フェンス キセツ テッキョ シンセツ ジュシ



						□特殊建築物等 定期報告 トクシュ ケンチクブツ トウ テイキ ホウコク

						　〇建築：無し ケンチク ナ

						　〇機械換気設備/非常用照明：有り キカイ カンキ セツビ ヒジョウヨウ ショウメイ ア









						令和2年度　年間スケジュール レイワ ネンド ネンカン																																																																																43857

						事　項　等 コト コウ トウ		２０１９年 ネン						２０１９年 ネン																																																						２０２０年 ネン

								４月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ





						□畜産フィールド科学センター管理棟改修 チクサン カガク カンリトウ カイシュウ







						□稲田宿舎取り壊し（3棟）:276㎡ イナダ シュクシャ ト コワ トウ

						　37号宿舎／38号宿舎／91号宿舎 ゴウ シュクシャ ゴウ シュクシャ ゴウ シュクシャ

						　　（上川計画範囲・計画道路範囲） カミカワ ケイカク ハンイ ケイカク ドウロ ハンイ



						□酒プロジェクト（敷地造成）：6,774㎡ サケ シキチ ゾウセイ

						　Ａ工区／Ｂ工区／センターコモンガーデン コウク コウク





						□酒プロジェクト（道路設置）：497ｍ サケ ドウロ セッチ

						　１路線：222ｍ／２路線：114ｍ／３路線：161ｍ ロセン ロセン ロセン





						□酒プロジェクト（酒蔵建設） サケ シュゾウ ケンセツ

						　セミナー棟／製造棟／ガラスハウス／渡り廊下 トウ セイゾウ トウ ワタ ロウカ

						※上川酒造発注工事 カミカワ シュゾウ ハッチュウ コウジ

						□稲田宿舎取り壊し（21棟）:1,724㎡ イナダ シュクシャ ト コワ トウ

						　川西・稲田西2線沿い（10棟） カワニシ イナダ ニシ セン ゾ トウ

						※2月いっぱいで取り壊し ガツ ト コワ

						  ２列目・Ｃ工区・Ｄ工区（11棟） レツ メ コウク コウク トウ



						□学生寄宿舎（男子寮の個室化）：72箇所 ガクセイ キシュクシャ ダンシ リョウ コシツカ カショ







						□学位授与機構：中央機械室・原虫病屋上防水 ガクイ ジュヨ キコウ チュウオウ キカイシツ ゲンチュウ ビョウ オクジョウ ボウスイ

						　〇原虫病研究センター/産学連携センター ゲンチュウ ビョウ ケンキュウ サンガク レンケイ

						　　　　　中央機械室：屋上防水改修 チュウオウ キカイシツ オクジョウ ボウスイ カイシュウ

						　〇保健管理センター：外壁塗装改修 ホケン カンリ ガイヘキ トソウ カイシュウ



						□国際交流会館Ⅰ：祈祷室整備（ムスリム対応） コクサイ コウリュウ カイカン キトウ シツ セイビ タイオウ























8/18
公告

 9/14
 図渡し

 10/6
 開札

7/26
公告

 8/9
図渡し

 8/23
 開札

8/19
公告

8/30
図渡し

 9/10
 開札

8/19
公告

9/2
図渡し

 9/13
 開札

10/4
公告

10/17
図渡し

 10/29
 開札

工事：9/中旬～10/15完成（2棟は9月末まで完了）


9/13
公告

9/30
図渡し

 10/11
  開札

11/15
 公告

11/28
図渡し

 12/10
  開札

市道側10棟は2月中に完了

11/29
公告

12/13
図渡し

 12/25
  開札

設計/積算

4/7
公告

 5/1
 入札

4/7
公告

 5/1
 入札

8/17
公告

  8/31
 図渡し

 9/8
 開札

      夏休み
   8/17～9/30

     年末年始
   12/26～1/4

センター試験

     春休み
   2/24～4/4

 6/8
ZOOM

法人本部プラン(山岸)


法人本部プラン(藤波)


 12/4
 公告

 12/18
 図渡し

  1/8
  開札

 　7/16
第1段階提出

 　10/8
第2段階提出

設計：5/12契約～7/31完成期限

8/20 UP

  1/31
退去期限

8/17
公告

  8/31
 図渡し

 9/8
 開札

学内合意用資料作成（海田）

8/20 UP

8/31 UP

工事は1本で発注

   8/24
キックオフ

プロジェクトチーム

 11/17
  公告

12/1
図渡し

  12/15
   開札

11/18
 公告

12/18
 入札

基本計画書（プロポ用）



令和元年度

						令和元年度　年間スケジュール レイワ ガン ネンド ネンカン																																																																										43857

						事　項　等 コト コウ トウ		２０１９年 ネン																																																						２０２０年 ネン

								４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ





						□中央機械室改修（建築工事） チュウオウ キカイシツ カイシュウ ケンチク コウジ







						□稲田宿舎取り壊し（3棟）:276㎡ イナダ シュクシャ ト コワ トウ

						　37号宿舎／38号宿舎／91号宿舎 ゴウ シュクシャ ゴウ シュクシャ ゴウ シュクシャ

						　　（上川計画範囲・計画道路範囲） カミカワ ケイカク ハンイ ケイカク ドウロ ハンイ



						□酒プロジェクト（敷地造成）：6,774㎡ サケ シキチ ゾウセイ

						　Ａ工区／Ｂ工区／センターコモンガーデン コウク コウク





						□酒プロジェクト（道路設置）：497ｍ サケ ドウロ セッチ

						　１路線：222ｍ／２路線：114ｍ／３路線：161ｍ ロセン ロセン ロセン





						□酒プロジェクト（酒蔵建設） サケ シュゾウ ケンセツ

						　セミナー棟／製造棟／ガラスハウス／渡り廊下 トウ セイゾウ トウ ワタ ロウカ

						※上川酒造発注工事 カミカワ シュゾウ ハッチュウ コウジ

						□稲田宿舎取り壊し（21棟）:1,724㎡ イナダ シュクシャ ト コワ トウ

						　川西・稲田西2線沿い（10棟） カワニシ イナダ ニシ セン ゾ トウ

						※2月いっぱいで取り壊し ガツ ト コワ

						  ２列目・Ｃ工区・Ｄ工区（11棟） レツ メ コウク コウク トウ



						□学生寄宿舎（男子寮の個室化）：72箇所 ガクセイ キシュクシャ ダンシ リョウ コシツカ カショ







						□学位授与機構：中央機械室・原虫病屋上防水 ガクイ ジュヨ キコウ チュウオウ キカイシツ ゲンチュウ ビョウ オクジョウ ボウスイ

						　〇原虫病研究センター/産学連携センター ゲンチュウ ビョウ ケンキュウ サンガク レンケイ

						　　　　　中央機械室：屋上防水改修 チュウオウ キカイシツ オクジョウ ボウスイ カイシュウ

						　〇保健管理センター：外壁塗装改修 ホケン カンリ ガイヘキ トソウ カイシュウ



						□国際交流会館Ⅰ：祈祷室整備（ムスリム対応） コクサイ コウリュウ カイカン キトウ シツ セイビ タイオウ























7/26
公告

 8/9
図渡し

 8/23
 開札

8/19
公告

8/30
図渡し

 9/10
 開札

8/19
公告

9/2
図渡し

 9/13
 開札

10/4
公告

10/17
図渡し

 10/29
 開札

工事：9/中旬～10/15完成（2棟は9月末まで完了）


9/13
公告

9/30
図渡し

 10/11
  開札

11/15
 公告

11/28
図渡し

 12/10
  開札

市道側10棟は2月中に完了

11/29
公告

12/13
図渡し

 12/25
  開札

設計/積算



H30年度

						平成３０年度　年間スケジュール ヘイセイ ネンド ネンカン																																																																																												43299

						事項等 ジコウ トウ		２０１８年 ネン																																																						２０１９年 ネン

								４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ						４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ





						□平成３１年度・施設整備概算要求書作成 ヘイセイ ネンド シセツ セイビ ガイサン ヨウキュウショ サクセイ												6/14提出 テイシュツ



						□図書館設計 トショカン セッケイ		4/27契約～7/20完成期限 ケイヤク カンセイ キゲン



						□図書館改修工事・工事監理 トショカン カイシュウ コウジ コウジ カンリ



						□スタックサイロ盛土修繕工事（十勝舗道） モ ド シュウゼン コウジ トカチ ホドウ																						①		7/25~8/31



						□スタックサイロ床盤修繕工事（十勝舗道） ユカ バン シュウゼン コウジ トカチ ホドウ																										②		8/10~9/15



						□スタックサイロエプロン修繕工事（十勝舗道） シュウゼン コウジ トカチ ホドウ																												③		8/20~9/28





						□肉用牛繁殖牛房等改修工事（藤原工業） ニクヨウギュウ ハンショク ギュウ ボウ トウ カイシュウ コウジ フジワラ コウギョウ																								①		8/3~9/28



						□肉用牛飼養施設設備附帯工事（藤原工業） ニクヨウギュウ シヨウ シセツ セツビ フタイ コウジ フジワラ コウギョウ																												②		8/20~9/20



						□肉用牛飼養施設分娩房等改修工事（藤原工業） ニクヨウギュウ シヨウ シセツ ブンベン ボウ トウ カイシュウ コウジ フジワラ コウギョウ																														③		9/3~11/16





						□総合研究棟Ⅰ号館 S1106学科事務室扉改修工事（宮坂建設） ソウゴウ ケンキュウ トウ ゴウカン ガッカ ジムシツ トビラ カイシュウ コウジ ミヤサカ ケンセツ



						□総合研究棟Ⅰ号館 S1106学科事務室パーテイション設置工事（宮坂建設） ソウゴウ ケンキュウ トウ ゴウカン ガッカ ジムシツ セッチ コウジ ミヤサカ ケンセツ



						□総合研究棟Ⅰ号館 N1313入試保管庫改修工事（北慎建設） ソウゴウ ケンキュウ トウ ゴウカン ニュウシ ホカンコ カイシュウ コウジ キタ シン ケンセツ																																9/3～11/20











































H28年度

						平成２８年度　年間スケジュール ヘイセイ ネンド ネンカン																																																																				42537

						事項等 ジコウ トウ		２０１６年 ネン																																																						２０１７年 ネン

								４月 ガツ						５月 ガツ						６月 ガツ						７月 ガツ						８月 ガツ						９月 ガツ						１０月 ガツ						１１月 ガツ						１２月 ガツ						１月 ガツ						２月 ガツ						３月 ガツ





						□宿泊施設増築工事・工事監理 シュクハク シセツ ゾウチク コウジ コウジ カンリ		3/15契約～8/31完成期限 ケイヤク カンセイ キゲン



						□平成２９年度・施設整備概算要求書作成 ヘイセイ ネンド シセツ セイビ ガイサン ヨウキュウショ サクセイ



						□総合研究棟Ⅰ号館天井耐震工事・設計 ソウゴウ ケンキュウトウ ゴウカン テンジョウ タイシン コウジ セッケイ																										設計・積算 セッケイ セキサン

						□　　　　　　　〃　　　　　　・工事管理　 コウジ カンリ																																												11月始め～12月末 ガツ ハジ ガツ マツ



						□図書館改修・基本計画書作成（A8-1） トショカン カイシュウ キホン ケイカクショ サクセイ		タタキ台作成 ダイ サクセイ																H29概算反映 ガイサン ハンエイ



						□構内・未利用施設の現状把握調査 コウナイ ミリヨウ シセツ ゲンジョウ ハアク チョウサ																				構内調査 コウナイ チョウサ

						□　　　　　〃　　の有効利用計画作成 ユウコウ リヨウ ケイカク サクセイ																										検討・計画書作成 ケントウ ケイカクショ サクセイ



						□フィールド科学センター再開発の検討（A8-8） カガク サイカイハツ ケントウ										H29概算作業 ガイサン サギョウ																												各種検討・資料作成 カクシュ ケントウ シリョウ サクセイ



						□概算要求事業の基本計画書作成 ガイサン ヨウキュウ ジギョウ キホン ケイカクショ サクセイ

						                  A8-2 基幹・環境整備（防災センター） キカン カンキョウ セイビ ボウサイ

						                  A8-5 研修センター改修 ケンシュウ カイシュウ

						                  A8-6 産業動物感染実験施設 サンギョウ ドウブツ カンセン ジッケン シセツ

						                  A8-7 基幹・環境整備（渡り廊下等） キカン カンキョウ セイビ ワタ ロウカ トウ



						□キャンパスマスタープラン改定作業等 カイテイ サギョウ トウ



						□会計検査対応（資料作成） カイケイ ケンサ タイオウ シリョウ サクセイ

						□工事データー集作成（H25/H26/H27年度分） コウジ シュウ サクセイ ネンド ブン

						□農場管理棟ＷＷＣ改修計画（プラン作成・概算金額算出） ノウジョウ カンリトウ カイシュウ ケイカク サクセイ ガイサン キンガク サンシュツ

						□工事費単価比較表（予定価格ベース） コウジヒ タンカ ヒカク ヒョウ ヨテイ カカク

						□学生寄宿舎５階女子寮化計画（プラン作成・概算金額算出） ガクセイ キシュクシャ カイ ジョシ リョウ カ ケイカク サクセイ ガイサン キンガク サンシュツ

						□（仮称）宿泊施設利用案内 カショウ シュクハク シセツ リヨウ アンナイ

						□共同溝漏水調査＋止水対策計画 キョウドウ ミゾ ロウスイ チョウサ シスイ タイサク ケイカク

						□国際認証関係サイン計画 コクサイ ニンショウ カンケイ ケイカク

						□防水・外壁仕上修繕計画（インフラ長寿命化計画） ボウスイ ガイヘキ シア シュウゼン ケイカク チョウ ジュミョウカ ケイカク

						□防災マップ（キャンパスマスタープラン附属資料） ボウサイ フゾク シリョウ



































 
 
参加表明書・技術提案書に係る下記様式等については、文部科学省電子入札ホームページ

（https://portal.ebid02.mext.go.jp/top/）に掲載しておりますので、そちらでご確認くださ

い。 
 

記 
 
・参加表明書 
・参加表明書作成要領 
・（様式１）総括（管理）技術者の資格及び経験 
・（様式２）主任技術者の資格及び経験 
・（様式３）総括（管理）技術者の主要業務の実績 
・（様式４）主任技術者の主要業務の実績 
・（様式５）総括（管理）技術者の同種又は類似業務の実績 
・（様式６）主任技術者の同種又は類似業務の実績 
・（様式７）設計事務所の主要業務等の実績 
・（様式８）設計事務所の主要業務の実績 
・（様式９）設計事務所の同種又は類似業務の実績 
・（様式１０）ZEB プランナーの配置予定 
 
・技術提案書 
・技術提案書作成要領 
・（様式１）技術者名等一覧 
・（様式２）業務の実施方針 
・（様式３）課題についての提案 
・（様式４）工程計画等 
・（様式５）協力設計事務所 
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